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何度も言いますが、２７年度の経常利益は５９億円です！そし

て、この成果は確実に青年部員一人ひとりの努力の結果です!! 

会社が厳しいから・・なんて私たちがあきらめる理由なんて全

く無い!!胸を張って経営陣に職場の声をぶつけてやろう!!!! 

①１７年連続でのベアゼロ等で、組合員の実質賃金は

低下している。２７年度は好決算。支払い能力は充

分にある！ 

 

②組合員の努力は数字によって明らかになっている。

会社は期末手当について『業績給』の側面もあると

していることから、手当を抑制する理由は無い！ 

 

③職場では退職が止まらない状況が続いている。２７

年度の好成績を維持するためにも『人』への投資が

重要である！ 

 

④厳しいときも組合員は安全安定輸送に全力で対応

してきた。この姿勢に満額回答で誠意を見せるべ

き！！ 

①２７年度決算は社員のお

かげであることは認識し

ている。鉄道事業部門の

黒字に向けて汗を流すた

めに、経営陣は具体的な

形で示せとの指摘はしっ

かり受け止めて、社内で

議論する。 

 

②今後の景気動向は先行き

不透明な部分が多い。手

当は業績給という認識は

会社としてある。次回の

交渉で会社の考えを示

す。 


